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あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　当
館
に
は
平
沢
保
治
（
前
多
磨
全
生

園
患
者
自
治
会
長
）
と
い
う
語
り
部
が

い
て
、
主
に
小
学
生
を
対
象
に
人
権
教

育
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
聞
い
て
い
る
児
童
た
ち
が
、「
ら
い

予
防
法
違
憲
国
賠
訴
訟
」
の
「
熊
本
地

裁
判
決
」
に
お
い
て
、
そ
の
違
憲
性
の

根
拠
に
あ
げ
ら
れ
た
「
日
本
国
憲
法
」

第
13
条
の
「
個
人
の
尊
重
」
を
知
っ
て

い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
語
り
部
に

届
く
感
想
文
か
ら
し
ま
す
と
、
終
生
隔

離
の
非
道
性
は
よ
く
理
解
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　実
は
、
一
昨
年
に
『
多
磨
』
誌
に
寄

稿
す
る
日
本
の
癩
（
ら
い
）
対
策
に
関

連
し
た
小
論
を
書
き
は
じ
め
た
と
き
、

ふ
と
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
ひ
ど
く
慌

て
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
小
学
生
た

ち
に
も
わ
か
る
よ
う
な
こ
と
が
、
な
ぜ

90
年
近
く
も
続
い
た
の
だ
ろ
う
？
と
い

う
疑
問
で
す
。

　私
ご
と
で
す
が
、
医
者
と
し
て
の
人

生
の
大
部
分
を
ら
い
療
養
所
で
過
ご
し
、

続
い
て
20
年
近
く
を
ハ
ン
セ
ン
病
資
料

館
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
語
り
部

の
話
を
聞
い
た
小
学
生
の
思
い
か
ら
す

花
さ
き
保
育
園
の
庭
で
遊
ぶ
子
供
た
ち

い
て
、
は
っ
と
目
に
と
ま
っ
た
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
『
愛
生
』
誌
の

一
九
三
五
年
五
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
た

「
癩
予
防
デ
ー
」
の
ポ
ス
タ
ー
で
、
そ

こ
に
は
「
癩
を
根
絶
せ
よ
」
と
大
書
さ

れ
て
い
た
の
で
す
。

　癩
は
不
治
と
い
わ
れ
た
時
代
に
「
癩

の
根
絶
」
と
は
意
味
が
通
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
こ
れ
を
見
た
一
般
大
衆
が
何
の

疑
問
も
湧
か
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
こ

の
「
癩
の
根
絶
」
は
す
な
わ
ち
「
癩
患4

者4

の
根
絶
」
と
読
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
癩
は
病
気
、
患
者
は
人
で
あ
っ

て
、「
人
の
根
絶
」
な
ど
、
間
違
っ
て

も
い
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　私
の
書
架
に
あ
っ

た
杉
村
春
三
の
『
癩

と
社
会
福
祉
』
の
付

箋
を
貼
っ
た
ペ
ー
ジ

を
繰
っ
て
み
る
と
、

〈
病
人
と
病
気
の
峻

別
が
第
一
〉、〈
病
人

は
人
格
体
〉
と
あ
り

ま
し
た
。
し
か
も
私

自
身
が
そ
こ
に
鉛
筆

で
傍
線
を
引
き
、
丁

寧
に
丸
で
囲
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
れ
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
ず
っ
と
以
前
か

ら
、
第
七
回
国
際
ら

い
学
会
議
（
一
九
五

八
年
、
東
京
）
に
お

い
て
、
メ
キ
シ
コ
が

新
設
し
た
「
ら
い
予

防
法
内
規
」
の
目
的

（
わ
れ
わ
れ
は
患
者

と
戦
う
の
で
は
な
く
、

ら
い
そ
の
も
の
と
戦
う
）
も
知
っ
て
い

た
の
で
す
。

　「
人
は
人
」
と
い
う
鉄
則
を
疎
か
に

し
た
自
ら
の
愚
鈍
ぶ
り
を
敢
え
て
棚
に

上
げ
れ
ば
、
日
本
の
癩
（
ら
い
）
対
策

の
根
本
的
過
誤
は
ま
さ
し
く
こ
こ
に
あ

り
、
そ
れ
は
現
在
に
も
続
く
、
精
神
病
、

認
知
症
、
身
体
障
碍
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
、
病
態
へ
の
対
策
に
も
当
て
は
ま

る
で
し
ょ
う
。
人
並
み
で
な
い
、
と
で

も
い
う
よ
う
な
差
別
的
心
情
を
あ
ら
わ

に
し
て
―
。

　国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
は
ど
う
し

て
大
切
な
の
か
、
な
ぜ
永
久
に
残
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
自
ら
の
愚
か

し
さ
を
知
っ
て
よ
う
や
く
こ
の
「
ど
う

し
て
？
」「
な
ぜ
？
」
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
で
も

敢
え
て
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

ら
い
対
策
の
非
が
広
く
強
く
世
に
謳
わ

れ
る
折
、
非
を
犯
し
た
ゆ
え
ん
を
覚
っ

た
か
ら
に
は
悔
悟
の
情
を
、
包
ま
ず
打

ち
明
け
て
当
然
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　今
年
は
、「
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料

館
」
の
前
身
「
高
松
宮
記
念
ハ
ン
セ
ン

病
資
料
館
」
の
創
立
20
周
年
を
迎
え
ま

す
。
今
も
な
お
、
関
係
資
料
の
収
集
、

展
示
の
充
実
、
社
会
啓
発
の
促
進
な
ど

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
何
と

ぞ
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
理
解
を
賜
り
た

く
、
自
ら
の
不
徳
を
詫
び
な
が
ら
改
め

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

れ
ば
悪
の
加
担
者
に
違
い
な
く
、
よ
い

医
者
と
思
う
ほ
ど
自
惚
れ
て
も
い
ま
せ

ん
が
、
そ
の
よ
う
な
自
省
が
さ
ら
さ
ら

無
か
っ
た
の
も
確
か
で
す
。

　こ
う
し
た
自
分
自
身
が
理
解
で
き
な

い
ま
ま
、
何
か
示
唆
を
得
ら
れ
る
記
事

は
な
い
か
と
図
書
室
の
書
棚
を
漁
っ
て

ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
存
立
意
義

い
か
な
る
病
気
で
あ
ろ
う
と
人
は
人
―

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館　

館
長　

成
田　

稔
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　10
月
24
日（
水
）・

25
日（
木
）の
２
日
間

の
日
程
で
、
笹
川
記

念
保
健
協
力
財
団
が

主
催
国
立
ハ
ン
セ
ン

病
資
料
館
が
協
力
し

て
、ブ
ラ
ジ
ル
、マ
レ

ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
台
湾
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
参

加
者
を
得
て
、「
ハ
ン

セ
ン
病
の
歴
史
保
存

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

（
非
公
開
）を
、
資
料

館
研
修
室
・
映
像
ホ

ー
ル
で
開
催
し
た
。

　24
日
午
前
、
研
修

室
を
会
場
に
儀
同
政

一
資
料
館
図
書
室
長

の
進
行
で
開
会
、
山

口
和
子
財
団
常
務
理

事
が
挨
拶
と
ハ
ン
セ

ン
病
の
歴
史
保
存
の
意
味
に
つ
い
て
趣

旨
説
明
を
行
い
、
次
い
で
成
田
稔
館
長

が
歓
迎
の
挨
拶
を
兼
ね
て
日
本
の
ハ
ン

セ
ン
病
対
策
の
特
質
の
要
点
を
説
明
し

た
。
続
い
て
ハ
ン
セ
ン
病
専
門
医
の
立

場
か
ら
湯
浅
洋
氏
が
国
際
的
な
ハ
ン
セ

ン
病
の
歴
史
保
存
の
現
状
を
報
告
し
、

黒
尾
和
久
学
芸
課
長
が
日
本
の
ハ
ン
セ

ン
病
資
料
館
の
取
り
組
み（
設
立
目
的
・

経
過
、
収
集
資
料
の
特
徴
、
果
た
せ
る

役
割
、
今
後
の
課
題
等
）
に
つ
い
て
講

演
、
当
事
者
運
動
の
成
果
と
し
て
立
ち

上
げ
た
資
料
館
建
設
の
経
緯
に
つ
い
て

佐
川
修
運
営
委
員
が
補
足
し
た
。

　午
後
映
像
ホ
ー
ル
に
移
動
、
黒
尾
課

長
の
進
行
で
、
参
加
各
国
の
歴
史
遺
産

の
保
存
、
博
物
館
作
り
等
の
取
り
組
み

や
課
題
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
ず
ブ
ラ
ジ

ル
の
モ
ー
ハ
ン
（
Ｍ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ

：

回
復

者
社
会
復
帰
運
動
）
の
実
践
を
ア
ル

ト
ー
ル
・
ク
ス
ト
デ
ィ
オ
・
モ
レ
イ
ラ
・

デ
・
ソ
ウ
サ
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ー
ノ
・
ト

レ
ス
両
氏
が
報
告
、
次
い
で
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ

台
湾
の
頼
澤
君
氏
が
台
湾
で
の
歴
史
保

存
の
現
状
と
課
題
を
発
表
、
休
憩
を
は

さ
ん
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
実
践
を
、
同
国

工
科
大
学
上
級
講
師
の
リ
ム
・
ヨ
ン
・

ロ
ン
博
士
が
ス
ン
ゲ
イ
ブ
ロ
ー
療
養
所

の
歴
史
遺
産
の
保
全
と
表
象
、
政
府
機

関
の
立
場
か
ら
ロ
キ
ア
・
ビ
ン
チ
・
ア

ブ
ド
ル
・
サ
マ
ッ
ト
氏
が
遺
産
保
全
の

方
針
と
実
情
を
報
告
し
た
。
続
い
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
と
し
て
ク
リ
オ
ン

療
養
所
総
合
病
院
の
ア
ル
ト
ゥ
ー
ロ
・

Ｃ
・
ク
ナ
ナ
ン
・
Jr.
院
長
が
、
同
療
養

所
の
ハ
ン
セ
ン
病
史
保
存
と
活
用
の
現

状
を
、
次
い
で
国
家
歴
史
委
員
会
の
マ

リ
ア
・
セ
レ
ナ
・
Ｉ
・
デ
オ
ク
ノ
博
士

が
同
国
の
歴
史
遺
産
保
全
の
現
状
と
シ

ス
テ
ム
を
報
告
し
た
。

　２
日
目
は
、
終
日
映
像
ホ
ー
ル
を
会

場
に
、
午
前
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
立
公

文
書
館
責
任
者
の
ビ
ク
タ
ー
・
Ｖ
・
マ

ナ
ロ
氏
が
同
公
文
書
館
に
お
け
る
ハ
ン

セ
ン
病
史
関
連
史
料
保
存
の
取
り
組
み

を
報
告
、
続
い
て
平
澤
保
治
運
営
委
員

が
、
日
本
の
資
料
館
の
特
長
と
先
駆
性

を
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
強
調
、
本

研
究
会
へ
の
期
待
、
国
際
協
力
の
大
切

さ
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
、
最

後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
イ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド
大
学
講
師
の
ジ
ョ
ー
・
ロ
バ
ー

ト
ソ
ン
博
士
が
世
界
の
ハ
ン
セ
ン
病
の

歴
史
保
存
の
流
れ
に
つ
い
て
総
括
的
な

発
表
を
行
っ
た
。

　午
後
は
、
そ
れ
ま
で
の
講
演
や
発
表

を
踏
ま
え
て
、
各
国
や
相
互
の
課

題
を
整
理
す
る
自
由
討
論
を
行
っ

た
。
活
発
な
意
見
交
換
の
結
果
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
と
し
て

参
加
者
全
員
に
よ
る
確
認
事
項

（R
e
c
o
m
m
e
n
d
a
tio

n
s

）
の
案

文
（
英
文
）
を
ま
と
め
、
十
八
公

宏
衣
財
団
常
務
理
事
が
閉
会
の
挨

拶
を
し
、
２
日
間
の
全
日
程
を
終

了
し
た
。

　確
認
事
項
の
要
点
は
、
ま
ず
会

議
参
加
者
全
員
が
、
歴
史
に
学
び
、

未
来
に
教
訓
を
引
き
継
ぐ
目
的
で

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
遺
産
保
存
の

重
要
性
を
合
意
、
そ
の
緊
急
性
を

認
識
、
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
を

今
後
も
継
続
す
る
。
同
時
に
ハ
ン

セ
ン
病
回
復
者
の
被
害
、
名
誉
回

復
の
た
め
の
闘
い
を
社
会
に
訴
え
る
必

要
性
も
確
認
、
そ
の
た
め
の
協
議
を
、

回
復
者
と
そ
の
家
族
、
専
門
家
（
学
芸

員
、
歴
史
家
等
）
と
の
間
で
重
ね
る
。

さ
ら
に
歴
史
遺
産
の
保
存
計
画
促
進
の

た
め
に
、
各
運
動
団
体
や
非
政
府
組
織

お
よ
び
研
究
者
が
、
関
係
省
庁
・
機
関

と
活
発
な
討
議
と
協
力
の
推
進
を
提
唱
、

団
体
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
援

助
奨
励
、
博
物
館
や
研
究
機
関
所
蔵
の

史
資
料
の
相
互
利
用
と
ハ
ン
セ
ン
病
史

研
究
へ
の
貢
献
方
法
の
探
求
、
各
組
織

の
持
つ
計
画
や
資
源
、
経
験
の
共
有
化
、

ハ
ン
セ
ン
病
史
表
象
を
め
ぐ
る
独
自
ま

た
相
互
補
完
的
な
役
割
を
議
論
、
国
境

を
越
え
た
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

の
可
能
性
に
つ
い
て
探
求
す
る
、
等
で

あ
る
。

　東
京
集
会
の
内
容
は
、
直
ち
に
27
日

（
土
）
に
、
岡
山
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
で
の
、

『
ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

（
長
島
愛
生
園
歴
史
館
・
笹
川

記
念
保
健
協
力
財
団
主
催

：

聴

衆
200
名
）
で
公
開
さ
れ
た
。

　長
島
愛
生
園
歴
史
館
田
村
朋

久
学
芸
員
の
司
会
で
、
藤
田
邦

雄
愛
生
園
園
長
が
主
催
者
代
表

挨
拶
を
行
い
、
次
い
で
ハ
ン
セ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ゆ
い
の
会
」

会
長
近
藤
剛
弁
護
士
が
「
日
本

に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の

歴
史
保
存
と
そ
の
活
用
」
と
い

う
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　そ
の
後
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病

資
料
館
黒
尾
学
芸
課
長
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
代
表
が
事
例
を
報
告
、
続
い
て
ロ

バ
ー
ト
ソ
ン
博
士
が
、
東
京
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
の
確
認
事
項
を
紹
介
し
た
。

　全
体
で
２
時
間
と
い
う
制
約
が
あ
り
、

討
論
は
十
分
に
行
え
な
か
っ
た
が
、
博

物
館
作
り
、
史
資
料
保
存
、
歴
史
遺
産

登
録
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
を
中
心
に
し
た
国
際
交
流
の

き
っ
か
け
を
作
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な

り
、
会
場
の
反
応
も
上
々
で
あ
っ
た
。

　東
京
・
岡
山
の
研
究
集
会
を
終
え
、

作
成
さ
れ
た
確
認
事
項
が
遠
か
ら
ず

「
正
文
」
と
な
り
、
そ
の
理
念
を
よ
り

多
く
の
人
々
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
よ
い
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
ハ
ン

セ
ン
病
資
料
館
は
い
か
な
る
貢
献
が
で

き
る
か
と
考
え
な
が
ら
、
関
係
者
と
手

を
携
え
て
、
今
後
も
国
際
交
流
の
輪
を

広
げ
る
地
道
な
努
力
を
継
続
し
た
い
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
討
論

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
会
場
風
景

笹川記念保健協力財団主催で
ワークショップと国際シンポジウム開催
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　10
月
６
日
か
ら
約
３
ヶ
月
に
渡
り
開

催
し
て
き
た
今
年
度
の
秋
季
企
画
展

「
癩
院
記
録

　―
北
條
民
雄
が
書
い
た

絶
対
隔
離
下
の
療
養
所
―
」
は
、
年
内

の
開
館
最
終
日
だ
っ
た
12
月
27
日
に
終

了
し
た
。
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
、

改
め
て
北
條
民
雄
の
名
前
の
力
を
実
感

し
た
。

　11
月
10
日
に
は
付
帯
事
業
と
し
て
、

講
演
会
を
開
催
し
た
。
企
画
展
が
北
條

民
雄
の
人
と
な
り
や
作
品
世
界
全
体
を

と
り
あ
げ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
た
め

〝
北
條
民
雄
展
〟
を
期
待
し
た
来
館
者

に
は
期
待
外
れ
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
点
、
講
演
会
で
講
師
を
お
願
い
し

た
清
原
工
氏
は
『
吹
雪
と
細
雨

　北
條

民
雄
・
い
の
ち
の
旅
』
の
ご
著
書
を
お

持
ち
の
方
で
、
北
條
が
書
き
残
し
た
作

品
の
一
節
を
引
き
な
が
ら
、
半
生
に
つ

い
て
詳
し
く
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。
北

條
作
品
の
フ
ァ
ン
の
方
々
に
も
満
足
し

て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　今
回
の
企
画
展
で
は
、
展
示
論
的
な

観
点
か
ら
す
れ
ば
、
随
筆
「
癩
院
記
録
」

「
続
癩
院
記
録
」
を
展
示
化
す
る
試
み

を
通
し
て
、
文
章
と
展
示
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
表
現
の
長
所
と
短
所
の
違
い
を
、

改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　最
大
の
難
題
は
感
情
の
部
分
を
ど
う

展
示
で
表
現
す
る
か
で
、
結
局
２
カ
所

だ
け
原
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と

に
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
と
い
う
方
法
を

見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今

後
の
課
題
だ
と
思
う
。

　情
景
の
視
覚
化
に
つ
い
て
は
、
ど
こ

ま
で
見
せ
て
よ
い
の
か
の
判
断
が
難
し

か
っ
た
。
こ
れ
は
歴
史
的
事
実
を
示
す

ば
か
り
で
な
く
、
北
條
が
随
筆
に
込
め

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
の
前
提

だ
っ
た
。
例
え
ば
生
々
し
い
重
病
室
の

様
子
を
写
し
た
写
真
は
、〝
ど
ん
な
に

酷
い
状
態
に
な
っ
て
も
人
が
生
き
る
こ

と
は
尊
い
〟
と
い
う
北
條
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ど

れ
ほ
ど
の
真
剣
さ
を
も
っ
て
発
せ
ら
れ

た
の
か
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
不
可
欠

だ
っ
た
の
だ
が
、
も
し
も
差
別
を
助
長

す
る
方
向
に
悪
用
さ
れ
れ
ば
、
大
変
な

過
ち
を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
。

　展
示
の
成
否
は
、
資
料
の
選
択
や
展

秋
季
企
画
展
会
場

二
〇
一
二
年
度
秋
季
企
画
展
終
了

「
癩
院
記
録
」
に
関
心
集
ま
る

示
表
現
の
技
術
に
お
け
る
作
り
手
の
適

切
な
判
断
と
、
展
示
を
見
た
来
館
者
が

ど
う
受
け
取
り
何
を
す
る
か
と
に
、
大

き
く
左
右
さ
れ
る
。
あ
る
意
味
で
作
り

手
と
来
館
者
と
の
勝
負
、
あ
る
い
は
共

同
作
業
な
の
だ
が
、
今
回
の
企
画
展
で

は
、
そ
の
緊
張
感
は
最
後
ま
で
薄
ら
が

な
か
っ
た
。

　11
月
５
日
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
の
将
来

構
想
を
す
す
め
る
会

の
主
催
で
「
い
ま
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
の

い
の
ち
と
向
き
合

う
！
～
実
態
を
告
発

す
る
市
民
集
会
～
」

が
科
学
技
術
館
地
下

１
階
サ
イ
エ
ン
ス

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
480
人
も
の
多
く

の
人
々
が
集
ま
っ
た
。

　国
家
公
務
員
削
減

計
画
に
よ
っ
て
職
員

が
減
ら
さ
れ
、
介
護

職
員
の
人
手
不
足
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下

の
深
刻
化
を
防
ぐ
た

め
、
全
療
協
は
昨
年

７
月
に
、
厚
労
省
に

対
し
て
ハ
ン
ス
ト
を
含
む
実
力
行
使
を

決
議
し
た
。
こ
の
集
会
は
療
養
所
の
実

情
を
社
会
に
訴
え
、
多
く
の
市
民
の
理

解
を
得
、
運
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け

る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
。

　初
め
に
神
美
知
宏
全
療
協
会
長
が

「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
お
け
る
介
護

の
実
態
」
と
題
し
て
基
調
報
告
が
行
わ

れ
た
。
最
初
に
療
養
所
入
所
者
数
が
２

０
９
６
名
、
平
均
年
齢
82
・
１
歳
、
寝

た
き
り
の
入
所
者
が
８
・
８
％
、
食
事

介
助
の
必
要
な
入
所
者
が
26
％
、
認
知

症
と
思
わ
れ
る
入
所
者
が
22
・
２
％
、

お
む
つ
を
つ
け
て
い
る
入
所
者
が
26
％

と
入
所
者
の
現
況
を
述
べ
た
。
そ
し
て

認
知
症
と
思
わ
れ
る
入
所
者
に
ど
ろ
ど

ろ
に
な
っ
た
食
事
を
ス
プ
ー
ン
で
す

く
っ
て
職
員
が
与
え
て
い
る
場
面
や
年

齢
を
尋
ね
て
も
答
え
ら
れ
な
い
入
所
者

が
い
る
と
い
う
、
神
会
長
が
知
る
療
養

所
の
現
状
を
紹
介
し
た
。
職
員
も
入
所

者
が
元
気
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
く
れ

て
い
る
が
、
行
政
改
革
推
進
法
と
閣
議

決
定
に
よ
っ
て
職
員
定
員
が
削
減
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
介
護
さ
え
も
維
持

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
形
骸
化
し
て

い
る
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
を
活
か

す
た
め
に
も
、
再
び
市
民
に
よ
る
運
動

へ
の
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

　続
い
て
江
田
五
月
議
員
・
川
内
博
史

議
員
の
挨
拶
と
中
曽
根
弘
文
議
員
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
を
は
さ
み
、
様
々

な
立
場
か
ら
介
護
の
必
要
性
が
訴
え
ら

れ
た
。
青
木
美
憲
邑
久
光
明
園
副
園
長

は
入
所
者
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
よ
っ
て

複
数
の
障
害
が
あ
り
、
一
般
の
障
害
者

に
比
べ
介
護
の
必
要
性
が
高
い
こ
と
を

述
べ
、
谺
雄
二
全
原
協
会
長
は
患
者
作

業
で
後
遺
症
が
生
じ
た
こ
と
や
不
自
由

者
棟
の
実
情
を
告
発
し
、
松
丘
保
養
園

木
村
健
一
介
護
員
は
一
日
の
仕
事
を
紹

介
し
な
が
ら
、
入
所
者
個
々
に
合
わ
せ

た
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
た
い
が
職
員
数
が

足
り
ず
難
し
い
現
実
を
報
告
し
た
。
ハ

ン
ス
ト
を
決
意
し
て
い
る
星
塚
敬
愛
園

の
田
中
民
市
さ
ん
、
玉
城
シ
ゲ
さ
ん
、

上
野
正
子
さ
ん
ら
は
そ
の
心
境
を
語
り
、

徳
田
靖
之
弁
護
士
は
「
入
所
者
の
人
が

ハ
ン
ス
ト
を
行
わ
な
い
た
め
に
も
入
所

者
を
支
援
す
る
市
民
の
輪
が
必
要
だ
」

と
述
べ
た
。
最
後
に
酒
井
義
一
首
都
圏

市
民
の
会
事
務
局
長
が
国
へ
の
要
求
事

項
を
骨
子
と
し
た
決
議
文
を
提
案
し
、

採
択
さ
れ
た
。

　ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
介
護
は
、
入

所
者
一
人
一
人
の
人
生
に
寄
り
添
う
こ

と
が
で
き
て
初
め
て
成
り
立
つ
。
入
所

者
と
介
護
職
員
が
ふ
れ
あ
え
る
時
間
や

後
遺
症
に
合
わ
せ
た
き
め
こ
ま
か
な

サ
ー
ビ
ス
が
出
来
る
環
境
の
実
現
は
、

入
所
者
が
「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
心
の
や
す
ら
ぎ
と
つ
な
が
る

は
ず
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
時
間
が
少
な

く
な
っ
て
き
た
今
、
市
民
に
よ
る
運
動

の
支
援
と
、
国
の
早
急
な
対
応
が
急
務

で
あ
る
。

神
全
療
協
会
長
の
基
調
報
告

～実態を告発する市民集会～
全国から多くの市民が参加
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　野
田
内
閣
改
造
に

伴
い
就
任
し
た
三
井

辨わ
き

雄お

厚
生
労
働
大
臣

（
当
時
）
が
、
10
月

24
日
当
館
を
視
察
に

訪
れ
た
。
多
磨
全
生

園
で
入
所
者
自
治

会
・
全
療
協
と
の
懇

談
を
終
え
、
園
内
の

視
察
と
納
骨
堂
へ
の

参
拝
の
後
に
、
予
定

よ
り
も
早
く
来
館
し

た
。
当
館
が
国
立
に

な
っ
て
以
降
、
就
任

さ
れ
た
厚
生
労
働
大

臣
や
副
大
臣
が
視
察

に
訪
れ
る
こ
と
は
恒

例
と
な
っ
て
い
る
。

　成
田
稔
館
長
を
は

じ
め
、
資
料
館
お
よ

び
日
本
科
学
技
術
振
興
財
団
の
幹
部
の

出
迎
え
の
後
、
平
沢
保
治
運
営
委
員
の

案
内
で
ま
ず
常
設
展
示
を
見
学
し
た
。

特
に
入
所
者
の
作
品
を
展
示
し
た
展
示

室
３
に
時
間
を
割
い
た
。
そ
の
後
、
企

画
展
示
室
に
移
っ
て
今
年
度
の
秋
季
企

画
展
「
癩
院
記
録
」
も
見
学
し
た
。

　こ
の
日
ち
ょ
う
ど
映
像
ホ
ー
ル
で
は
、

笹
川
記
念
保
健
協
力
財
団
の
主
催
で
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
台
湾
か
ら
回

復
者
や
研
究
者
が
集
ま
り
、
当
館
か
ら

も
黒
尾
和
久
学
芸
課
長
が
参
加
し
て
、

「
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
遺
産
保
存
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

三
井
大
臣
は
展
示
の
見
学
後
、
そ
の
会

場
に
も
立
ち
寄
っ
た
。

　最
後
に
会
議
室
で
記
者
会
見
に
臨
ん

だ
。
記
者
と
の
質
疑
の
中
で
は
、
特
に

資
料
館
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た

が
、
多
磨
全
生
園
入
所
者
自
治
会
や
全

療
協
か
ら
出
た
要
望
に
つ
い
て
、
入
所

者
の
方
々
の
思
い
を
汲
み
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
と
話
し
た
。

コンウォール・リー展会場

●
高
校
時
代
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
は
、
写
真
で
し
か
見
な
か
っ
た
の
で
、

具
体
的
に
ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か

を
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
初
め
て
来
館
し
ま
し
た
が
、

ま
る
で
刑
務
所
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

受
け
ま
し
た
。
罪
も
な
い
人
々
が
強
制

的
に
隔
離
さ
れ
る
こ
と
ほ
ど
悲
し
い
こ

と
は
な
い
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
二

度
と
起
き
な
い
よ
う
に
平
和
な
未
来
を

築
き
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
学
生
・
女
・
20
歳
）

●
二
度
目
の
来
館
で
す
が
、
展
示
を
見

る
と
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
ま
す
。
近
隣

に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
資
料
館
の
存
在

を
知
っ
て
い
る
人
が
少
な
い
の
が
残
念

で
す
。
自
分
な
り
に
宣
伝
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。�

（
主
婦
・
女
・
43
歳
）

●
常
設
展
示
が
と
て
も
理
解
し
易
く

な
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

�
（
看
護
師
・
女
・
50
歳
）

●
昔
は
、
そ
の
よ
う
に
苦
し
い
こ
と
が

あ
り
、
こ
の
資
料
館
に
来
な
け
れ
ば
分

か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
今
日
も
ら
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

使
い
、
調
べ
学
習
を
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
中
学
生
・
男
・
14
歳
）

●
貴
館
へ
来
る
と
、
毎
回
涙
す
る
。
日

本
人
と
し
て
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
歴
史
。（
中
略
）
企
画
展
を
拝
見
し

て
―
や
は
り
涙
々
で
あ
っ
た
。
人
と
い

う
も
の
は
強
い
生
き
物
だ
！
と
感
じ
た
。

そ
し
て
何
か
「
強
く
生
き
ろ
！
」
と
い

う〈
気
〉を
も
ら
っ
た
気
が
す
る
。
も
っ

と
沢
山
の
人
々
に
見
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
。�

（
無
職
・
男
・
40
歳
）

●
も
う
一
度
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
じ
っ

く
り
と
時
間
を
か
け
て
見
学
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
知
ら
な
い
事
が
多
す
ぎ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
バ
ス
運
転
士
・
男
・
47
歳
）

　去
る
11
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
、
当

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
コ
ン
ウ
ォ
ー

ル
・
リ
ー
展
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
、

聖
バ
ル
ナ
バ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
リ
ー
女
史

記
念
事
業
推
進
委
員
会
で
、
当
館
で
の

展
覧
会
は
、
今
回
で
３
回
目
と
な
る
。

　今
年
は
、
リ
ー
が
活
動
し
て
い
た
群

馬
県
草
津
町
に
も
記
念
館
が
建
設
さ
れ
、

一
九
一
六
年
に
草
津
で
バ
ル
ナ
バ
医
院

を
始
め
、
ホ
ー
ム
や
教
会
、
小
学
校
、

保
育
所
を
開
設
し
て
、
患
者
や
そ
の
家

族
を
救
済
し
た
リ
ー
の
功
績
を
広
く
伝

え
る
場
が
増
え
た
。

　当
館
で
の
展
覧
会
に
お
い
て
も
、
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
の
救
済
に
尽
力
し
た

リ
ー
の
功
績
を
、
パ
ネ
ル
や
愛
用
の

品
々
を
通
し
て
顕
彰
し
て
お
り
、
例
年

同
様
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　去
る
11
月
３
日

（
土
）、
当
館
１
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
お
い
て
、
恒

例
の
人
権
パ
ネ
ル
展
が

全
生
園
祭
り
に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
た
（
主

催

：

東
京
法
務
局
、
東

京
都
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
、
後
援

：

東
村
山

市
、
東
村
山
市
教
育
委

員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東

村
山
活
き
生
き
ま
ち
づ

く
り
、（
財
）
人
権
擁

護
協
力
会
）。

　会
場
に
は
全
生
園
の

四
季
を
彩
る
花
々
の
写

真
、
世
界
人
権
宣
言
、
人
権
ポ
ス
タ
ー

な
ど
人
権
擁
護
に
関
す
る
啓
発
パ
ネ
ル
、

冊
子
等
が
展
示
さ
れ
た
。
ま
た
研
修
室

で
は
子
ど
も
向
け
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

上
映
、
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ぬ
り
絵

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
親
子
連

れ
や
子
ど
も
同
士
の
来
館
者
が
訪
れ
て

い
た
。

説
明
を
聞
く
三
井
大
臣

人
権
パ
ネ
ル
展

三井前厚生労働大臣が来館
展示作品や企画展も見学

コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
・
リ
ー
展

数
々
の
功
績
を
紹
介

ギャラリーで人権パネル展

来
館
者
の
声




